
は
じ
め
に

　

平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日
に
発
生
し
た

東
日
本
大
震
災
に
対
し
て
、
都
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
医
療
救
護
活
動
を
行
っ
て
き
た
。

　

本
稿
で
は
、
平
成
二
十
四
年
九
月
四
日
に

東
京
都
へ
報
告
さ
れ
た
東
京
都
災
害
医
療
協

議
会
報
告
を
も
と
に
、
東
京
都
の
新
た
な
災

害
医
療
体
制
の
あ
り
方
に
つ
い
て
述
べ
る
。

一
、
フ
ェ
ー
ズ
区
分
の
明
確
化

　

こ
れ
ま
で
の
東
京
都
地
域
防
災
計
画
で

は
、
発
災
後
四
十
八
時
間
を
境
界
と
し
た
二

区
分
で
あ
っ
た
が
、
東
日
本
大
震
災
で
の
医

療
救
護
活
動
の
教
訓
を
踏
ま
え
、
発
災
後

刻
々
と
変
化
す
る
医
療
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
、

医
療
救
護
活
動
を
的
確
に
実
施
で
き
る
よ

う
、
発
災
直
後
・
超
急
性
期
・
急
性
期
・
亜

急
性
期
・
慢
性
期
・
中
長
期
の
六
区
分
に
フ

ェ
ー
ズ
を
細
分
化
し
、
傷
病
者
や
医
療
資
源

の
状
況
と
、
そ
れ
に
応
じ
た
医
療
救
護
活
動

に
つ
い
て
明
確
に
し
た
。

二
、
行
政
区
域
に
応
じ
た
体
制
の
整
備

（
一
）
東
京
都
全
域
の
災
害
医
療
体
制

　

都
は
、
大
規
模
な
災
害
が
発
生
ま
た
は
発

生
の
恐
れ
が
あ
る
と
認
め
た
場
合
に
は
、
東

京
都
災
害
対
策
本
部
を
設
置
し
、
都
内
全
域

の
被
害
状
況
や
医
療
情
報
等
を
収
集
し
、
医

療
救
護
活
動
を
統
括
・
調
整
す
る
。
こ
の
た

め
都
は
、
以
下
の
体
制
に
つ
い
て
整
理
し
た
。

ア　
東
京
都
災
害
医
療
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　

都
内
全
域
の
災
害
医
療
体
制
を
統
括
・
調

整
す
る
に
あ
た
っ
て
、
東
京
都
災
害
医
療
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
設
置
し
、
東
京
Ｄ
Ｍ
Ａ

Ｔ
や
医
療
救
護
班
の
効
果
的
な
配
分
に
つ
い

て
、
ま
た
、
平
時
か
ら
災
害
医
療
対
策
に
対

し
て
医
学
的
な
助
言
を
行
う
。

イ　
都
内
全
域
の
人
的
被
害
や
医
療
情
報
の

集
約
・
一
元
化

　

区
市
町
村
災
害
本
部
か
ら
報
告
さ
れ
る
被

害
報
告
と
は
別
に
、
災
害
医
療
に
関
す
る
情

報
（
患
者
情
報
や
医
療
機
関
の
活
動
状
況
等
）

に
つ
い
て
集
約
・
一
元
化
す
る
。
収
集
に
あ

た
っ
て
は
、
防
災
行
政
無
線
、
衛
星
回
線
、

広
域
災
害
救
急
医
療
情
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｅ
Ｍ

Ｉ
Ｓ
）
を
活
用
し
、
二
次
保
健
医
療
圏
ご
と

に
報
告
を
受
け
る
。

ウ　
他
県
か
ら
の
応
援
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
及
び
医
療

救
護
班
等
の
受
入
れ

　

都
災
害
医
療
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
助
言

を
受
け
て
、
二
次
保
健
医
療
圏
ご
と
に
設
け

る
医
療
対
策
拠
点
等
に
派
遣
す
る
。

エ　
被
災
が
少
な
い
都
内
地
域
へ
の
傷
病
者

等
の
搬
送

　

都
は
、
傷
病
者
や
入
院
患
者
の
受
入
れ
が

可
能
な
医
療
機
関
が
あ
る
場
合
に
は
、
都
災

害
医
療
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
助
言
を
受
け

て
当
該
地
域
の
医
療
機
関
へ
搬
送
す
る
。

オ　
広
域
搬
送
拠
点
臨
時
医
療
施
設
（
Ｓ
Ｃ

Ｕ
）
の
設
置
運
営

　

傷
病
者
等
を
広
域
搬
送
す
る
た
め
の
広
域

搬
送
拠
点
を
確
保
し
、
同
拠
点
内
に
、
傷
病

者
等
を
長
時
間
搬
送
す
る
た
め
に
必
要
な
臨

時
医
療
施
設
を
設
置
す
る
。

（
二
）
二
次
保
健
医
療
圏
の
災
害
医
療
体
制

ア　
二
次
保
健
医
療
圏
医
療
対
策
拠
点

　

基
幹
災
害
拠
点
病
院
及
び
地
域
災
害
拠
点

中
核
病
院
に
、
二
次
保
健
医
療
圏
医
療
対
策

拠
点
を
設
置
し
て
、
東
京
都
地
域
災
害
医
療

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
中
心
に
圏
域
内
の
統

括
・
調
整
を
行
う
。

イ　
東
京
都
地
域
災
害
医
療
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー

　

東
京
都
地
域
災
害
医
療
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
は
、
都
災
害
医
療
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
や

区
市
町
村
災
害
医
療
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
等

と
連
携
し
て
圏
域
内
の
医
療
情
報
を
集
約
・

一
元
化
し
、
医
療
資
源
の
配
分
や
収
容
先
医

療
機
関
の
確
保
を
行
う
。

ウ　
地
域
災
害
医
療
連
携
会
議

　

地
域
災
害
医
療
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
、

中
核
病
院
等
に
お
い
て
地
域
災
害
医
療
連
携

会
議
を
開
催
し
、
医
療
機
関
、
行
政
機
関
と

情
報
を
共
有
し
、
医
療
救
護
活
動
の
連
携
を

図
る
。
ま
た
、
平
時
に
お
い
て
も
地
域
災
害

医
療
連
携
会
議
を
開
催
し
て
、
地
域
の
特
性

を
踏
ま
え
た
具
体
的
な
方
策
を
検
討
す
る
。

（
三
）  

区
市
町
村
の
災
害
医
療
体
制

ア 

区
市
町
村
災
害
医
療
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　

区
市
町
村
は
、
区
市
町
村
災
害
対
策
本
部

を
設
置
し
、
区
市
町
村
ご
と
に
区
市
町
村
災

害
医
療
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
設
置
す
る
。

イ　
区
市
町
村
医
療
救
護
活
動
拠
点

　

区
市
町
村
は
、
急
性
期
以
降
に
、
医
療
救

護
班
等
の
活
動
拠
点
と
な
る
医
療
救
護
活
動

拠
点
を
設
置
し
、
朝
夕
等
に
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

（
区
市
町
村
連
絡
調
整
会
議
）
を
開
催
し
て
、

医
療
救
護
所
や
在
宅
療
養
支
援
等
の
状
況
に

関
す
る
情
報
交
換
や
、
必
要
と
な
る
医
療
救

護
活
動
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
。

ウ　
医
療
救
護
所
、
避
難
所
の
設
置
・
運
営

　

区
市
町
村
は
、
各
区
市
町
村
地
域
防
災
計

画
に
基
づ
い
て
、
緊
急
医
療
救
護
所
、
医
療

救
護
所
、
避
難
所
、
医
薬
品
ス
ト
ッ
ク
セ
ン

タ
ー
を
設
置
す
る
。

三
、
医
療
機
関
・
医
療
救
護
所
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
役
割
分
担

　

こ
れ
ま
で
都
は
、
被
災
を
免
れ
た
医
療
機

関
を
後
方
医
療
施
設
と
位
置
づ
け
て
い
た

が
、
今
後
は
、
医
療
機
関
が
果
た
す
べ
き
機

能
に
応
じ
て
、
す
べ
て
の
病
院
を
「
災
害
拠

点
病
院
」、「
災
害
拠
点
連
携
病
院
」、「
災
害

医
療
支
援
病
院
」
に
分
類
す
る
。

（
一
）
災
害
拠
点
病
院

　

主
に
重
症
者
の
収
容
・
治
療
を
行
う
。
必

要
に
応
じ
て
、
病
院
前
ト
リ
ア
ー
ジ
を
行
い
、

重
症
者
の
受
入
機
能
を
確
保
す
る
。

（
二
）
災
害
拠
点
連
携
病
院

　

災
害
拠
点
病
院
を
除
く
救
急
告
示
を
受
け

た
病
院
、
そ
の
他
都
が
認
め
る
病
院
を
災
害

拠
点
連
携
病
院
と
し
て
位
置
づ
け
て
、
主
に

中
等
症
者
や
容
態
の
安
定
し
た
重
症
者
の
治

療
・
収
容
を
行
う
。

（
三
）
災
害
医
療
支
援
病
院

　

災
害
拠
点
病
院
及
び
災
害
拠
点
連
携
病
院

以
外
の
す
べ
て
の
病
院
を
、
災
害
医
療
支
援

病
院
と
位
置
づ
け
る
。
災
害
医
療
支
援
病
院

の
具
体
的
な
役
割
は
、
次
の
ア
及
び
イ
に
分

類
さ
れ
る
。

ア　

専
門
医
療
を
担
う
病
院

　

小
児
医
療
、
周
産
期
医
療
、
精
神
医
療
及

東
京
都
福
祉
保
健
局
医
療
政
策
部

　
　
　
　
災
害
医
療
担
当
課
長
　
竹
内
　
栄
一
氏

東
京
都
の
新
た
な
災
害
医
療
体
制
に
つ
い
て

竹内 栄一氏
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一
、
は
じ
め
に

　
高
齢
化
社
会
の
進
展
で
在
宅
医
療
の
必
要

性
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
従
来
な
ら
ば
病
院

在
宅
医
療
一
筋
十
四
年

在
宅
医
療
の
現
状
と
留
意
点

ず
つ
高
度
化
し
て
い
ま
す
。
今
後
安
全
に
在

宅
医
療
を
行
う
こ
と
は
、
単
に
医
療
者
や
医

療
機
関
に
と
っ
て
大
事
な
こ
と
で
あ
る
ば
か

り
で
は
な
く
、
地
域
の
在
宅
療
養
を
支
え
る

様
々
な
社
会
サ
ー
ビ
ス
に
と
っ
て
も
重
要
な

こ
と
で
あ
り
、
さ
ら
に
在
宅
療
養
の
基
盤
を

考
え
る
上
で
非
常
に
大
切
な
こ
と
で
あ
り
、

大
き
く
は
地
域
で
の
様
々
な
療
養
機
会
を
広

げ
る
意
味
で
も
大
変
重
要
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

　
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
安
心
し
て
在
宅
医
療

を
行
う
た
め
の
留
意
点
を
ま
と
め
て
い
き
ま

す
。

二
、
在
宅
医
療
の
特
殊
性
を
理
解
し
、

き
ち
ん
と
患
者
家
族
へ
伝
え
よ
う
。

　
在
宅
医
療
を
受
け
て
い
る
患
者
さ
ん
・
ご

家
族
の
中
に
は
、
家
で
も
病
院
と
同
じ
よ
う

な
医
療
を
し
て
も
ら
え
る
の
で
は
な
い
か
と

勘
違
い
し
て
い
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

す
。
た
し
か
に
在
宅
で
も
、
酸
素
や
人
工
呼

吸
器
を
使
用
し
た
り
、
点
滴
な
ど
も
行
う
の

で
、
そ
の
よ
う
に
勘
違
い
さ
れ
て
も
い
た
し

か
た
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
在
宅
医
療
と

病
院
医
療
（
特
に
入
院
医
療
）
と
は
大
き
く

異
な
っ
た
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
在
宅
医
療
で

は
、
検
査
や
治
療
機
器
は
非
常
に
限
ら
れ
て

お
り
、
医
療
者
も
不
在
が
ち
な
医
療
で
す
の

で
、
病
院
に
比
べ
て
（
一
）
病
状
検
索
性
が

非
常
に
低
い
こ
と
。（
二
）
重
傷
者
の
症
状

改
善
性
も
非
常
に
低
い
こ
と
。
と
言
う
大
き

な
特
徴
を
有
し
て
い
る
こ
と
を
理
解
し
て
い

た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
在
宅
医

療
で
隠
れ
た
疾
患
を
見
つ
け
た
り
、
重
傷
者

の
状
態
を
改
善
す
る
こ
と
は
非
常
に
困
難
で

あ
り
、
む
し
ろ
在
宅
医
療
は
対
症
的
対
応
や

緩
和
的
対
応
を
中
心
と
し
な
が
ら
、
各
々
の

医
療
法
人
社
団
三
育
会
　
理
事
長
　
英
　
裕
雄
氏

患
者
さ
ん
が
よ
り
安
定
し
て
在
宅
療
養
し
て

い
た
だ
く
た
め
の
医
療
で
あ
り
、
病
院
の
医

療
と
は
で
き
る
こ
と
も
目
的
も
異
な
る
も
の

で
あ
る
こ
と
を
伝
え
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。
そ
う
で
な
い
と
、
病
院
で
は
簡
単
に
見

つ
け
て
く
れ
た
病
気
を
在
宅
で
は
見
逃
さ
れ

た
と
か
、
病
院
で
は
治
療
的
な
対
応
を
き
ち

ん
と
し
て
く
れ
た
の
に
、
在
宅
で
は
き
ち
ん

と
治
療
し
て
く
れ
な
か
っ
た
と
患
者
さ
ん
・

ご
家
族
か
ら
厳
し
い
指
摘
を
受
け
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
在
宅
で
は
隠
れ
た
病
気
を
見
つ

け
る
こ
と
や
症
状
改
善
を
病
院
ほ
ど
図
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
ま
ず
は
対
症
的
に
対

応
し
て
、
な
る
べ
く
今
の
療
養
生
活
を
継
続

し
て
い
た
だ
く
た
め
の
医
療
的
対
応
を
し
て

い
く
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
と
、
き
ち
ん
と
お

断
り
し
て
か
ら
在
宅
で
の
医
療
的
対
応
を
し

て
い
く
よ
う
に
心
が
け
る
と
良
い
と
思
い
ま

す
。
つ
ま
り
す
べ
て
の
病
状
に
対
し
て
、
治

療
的
厳
密
性
や
隠
れ
た
病
気
を
見
つ
け
る
こ

と
に
の
み
終
始
す
る
こ
と
が
好
ま
し
い
わ
け

で
は
な
く
、
む
し
ろ
生
活
改
善
性
を
重
視
し

た
ほ
う
が
良
い
場
合
も
多
く
、
在
宅
医
療
を

適
切
に
利
用
す
る
こ
と
が
よ
り
よ
い
在
宅
療

養
に
つ
な
が
る
こ
と
に
な
る
こ
と
も
患
者
さ

ん
ご
家
族
に
ご
理
解
い
た
だ
く
よ
う
に
す
る

と
い
い
と
思
い
ま
す
。

三
、
在
宅
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
は
入
院
を

契
機
に
し
て
大
き
く
揺
ら
ぐ
こ
と
を
理

解
し
よ
う
。

　
定
期
的
に
訪
問
診
療
を
行
い
、
さ
ら
に
必

要
時
に
往
診
を
行
い
、
在
宅
療
養
が
安
定
し

て
過
ご
せ
て
い
る
間
は
、
患
者
さ
ん
・
ご
家

族
は
在
宅
医
療
や
在
宅
療
養
の
意
義
や
価
値

に
つ
い
て
あ
る
程
度
実
感
で
き
て
い
る
と
思

い
ま
す
。
し
か
し
何
ら
か
の
病
状
変
化
で
入

　
去
る
九
月
二
十
七
日
、
医
療
安
全
推
進
委
員
会
と
慢
性
期
医
療
委
員
会
は
、
医
師

英
裕
雄
氏
（
新
宿
ヒ
ロ
ク
リ
ニ
ッ
ク
）
と
看
護
師
高
橋
由
利
子
氏
（
祐
ホ
ー
ム
ク
リ

ニ
ッ
ク
在
宅
医
療
連
携
室
）
を
お
迎
え
し
て
「
在
宅
医
療
の
あ
り
方
」
を
主
題
に
研

修
会
を
行
い
ま
し
た
。
特
に
英
先
生
に
は
、
当
日
の
お
話
を
以
下
の
通
り
ま
と
め
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

【
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】

一
九
八
五
年
慶
応
義
塾
大
学
商
学
部
卒
業
。

一
九
九
三
年
千
葉
大
学
医
学
部
卒
業
。
勤
務

医
を
経
て
東
京
都
新
宿
区
に
て
曙
橋
内
科
ク

リ
ニ
ッ
ク
を
開
業
。
そ
の
後
、「
全
人
支
援

型
医
療
」
を
実
践
す
る
た
め
に
新
宿
に
「
ヒ

ロ
ク
リ
ニ
ッ
ク
」
を
開
業
。
以
来
、
地
域
の

在
宅
療
養
を
専
門
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

に
入
院
し
て
い
た
よ
う
な
濃
密
な
医
療
的
対

応
を
要
す
る
患
者
も
退
院
し
て
、
在
宅
医
療

す
る
こ
と
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
し
、
患
者
・

家
族
側
の
在
宅
医
療
に
対
す
る
要
望
も
少
し

英 裕雄氏

歯
科
診
療
、
服
薬
指
導
等
を
行
う
。

四
、
情
報
連
絡
体
制

　
医
療
救
護
活
動
に
必
要
な
情
報
に
つ
い

て
、
都
災
害
医
療
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、
地

域
災
害
医
療
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
及
び
区
市

町
村
災
害
医
療
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
、
十

分
な
情
報
収
集
を
行
え
る
よ
う
情
報
集
約
の

仕
組
み
や
複
数
の
連
絡
手
段
を
確
保
す
る
な

ど
の
情
報
連
絡
体
制
を
構
築
す
る
。

お
わ
り
に

　
今
後
は
、
こ
の
結
果
を
も
と
に
、「
東
京

都
地
域
防
災
計
画
」
や
「
東
京
都
保
健
医
療

計
画
」
に
反
映
さ
せ
る
と
と
も
に
、
二
次
保

健
医
療
圏
を
単
位
と
し
て
地
域
ご
と
に
行
わ

れ
る
「
地
域
災
害
医
療
連
携
会
議
」
に
よ
り

具
現
化
を
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
協
議
会
の
検
討
結
果
を

さ
ら
に
具
体
的
な
内
容
に
す
べ
く
マ
ニ
ュ
ア

ル
の
作
成
や
研
修
・
訓
練
を
実
施
し
、
地
域

ご
と
に
実
効
性
あ
る
災
害
医
療
体
制
を
構
築

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　
本
稿
で
は
、
受
援
体
制
、
患
者
の
搬
送
体

制
、
医
薬
品
確
保
等
々
に
つ
い
て
は
割
愛
し

た
が
、
都
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
報
告
書
が
掲

載
さ
れ
て
い
る
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
照
い
た
だ

き
た
い
。

び
透
析
医
療
そ
の
他
専
門
医
療
へ
の
対
応
を

行
う
病
院
は
、
既
存
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
等
の

連
携
体
制
を
活
用
し
て
、
災
害
時
に
不
足
す

る
医
療
機
能
の
確
保
に
努
め
る
。

イ
　
主
に
慢
性
疾
患
を
担
う
病
院

　
前
ア
「
専
門
医
療
を
担
う
病
院
」
以
外
の

全
て
の
病
院
は
、
慢
性
疾
患
へ
の
対
応
や
区

市
町
村
地
域
防
災
計
画
に
定
め
る
医
療
救
護

活
動
に
努
め
る
。

（
四
）
診
療
所
等

ア
　
専
門
的
医
療
を
行
う
診
療
所

救
急
告
示
医
療
機
関
、
透
析
医
療
機
関
、
産

婦
人
科
及
び
有
床
診
療
所
は
、
原
則
と
し
て

診
療
を
継
続
す
る
。

イ
　
一
般
診
療
所
等

　
前
ア
「
専
門
的
医
療
を
行
う
診
療
所
」
以

外
の
診
療
所
、
歯
科
診
療
所
及
び
薬
局
に
つ

い
て
は
、
区
市
町
村
地
域
防
災
計
画
に
定
め

る
医
療
救
護
活
動
や
、
診
療
継
続
に
努
め
る
。

（
五
）
医
療
救
護
所

　
区
市
町
村
は
、
各
地
域
防
災
計
画
に
基
づ

き
、
次
の
医
療
救
護
所
を
設
置
す
る
。

ア
　
緊
急
医
療
救
護
所
の
設
置

　
被
災
を
免
れ
た
医
療
機
関
に
は
、
発
災
直

後
か
ら
傷
病
者
が
殺
到
す
る
こ
と
が
想
定
さ

れ
る
が
、
発
災
直
後
か
ら
超
急
性
期
に
お
い

て
は
重
症
者
等
の
治
療
・
収
容
が
優
先
さ
れ

る
た
め
、
区
市
町
村
は
、
災
害
拠
点
病
院
等

の
近
接
地
等
に
緊
急
医
療
救
護
所
を
設
置
し

て
、
ト
リ
ア
ー
ジ
を
行
う
と
と
も
に
、
軽
症

者
に
対
し
て
応
急
処
置
を
行
う
。

イ
　
避
難
所
に
お
け
る
医
療
救
護
所
の
設
置

　
避
難
所
等
で
は
、
慢
性
疾
患
治
療
、
被
災

者
の
健
康
管
理
や
公
衆
衛
生
的
ニ
ー
ズ
が
高

ま
る
の
で
、
区
市
町
村
は
、
地
域
防
災
計
画

に
基
づ
き
、
原
則
と
し
て
五
百
人
以
上
の
避

難
所
、
二
次
避
難
所
に
医
療
救
護
所
を
設
置

し
て
、
避
難
者
に
対
す
る
健
康
相
談
、
診
察
、
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院
治
療
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
と
、
こ
れ
ま
で

の
在
宅
療
養
に
何
か
落
ち
度
が
あ
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
か
、
適
切
な
在
宅
医
療
的
対
応

を
受
け
な
か
っ
た
た
め
に
こ
の
よ
う
な
事
態

に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
疑
念
を
も
た
れ

る
こ
と
が
少
な
か
ら
ず
あ
り
ま
す
。
特
に
在

宅
医
療
を
行
っ
て
い
る
医
療
機
関
に
一
報
も

な
く
入
院
さ
れ
た
場
合
な
ど
は
在
宅
医
療
へ

の
信
頼
を
失
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
い
よ
う

に
思
い
ま
す
。
そ
こ
で
入
院
を
余
儀
な
く
さ

れ
る
場
合
に
も
な
る
べ
く
往
診
し
て
、
入
院

先
の
手
配
を
行
っ
た
り
、
紹
介
状
を
用
意
し

て
入
院
先
の
主
治
医
と
の
連
携
を
作
っ
た
上

で
入
院
に
結
び
つ
け
る
と
、
非
常
に
患
者
さ

ん
、
ご
家
族
の
満
足
度
は
向
上
し
ま
す
。
ま

た
そ
れ
で
も
患
者
さ
ん
や
ご
家
族
が
十
分
納

得
で
き
て
い
な
い
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
場
合

や
何
ら
か
の
対
応
不
足
な
ど
を
感
じ
ら
れ
る

場
合
に
は
、
入
院
先
の
病
棟
に
訪
問
し
て
、

在
宅
中
に
構
築
さ
れ
て
い
た
コ
ン
セ
ン
サ
ス

や
医
師
・
患
者
関
係
が
保
持
で
き
て
い
る
の

か
否
か
を
見
定
め
な
が
ら
、
病
院
主
治
医
と

の
連
携
を
密
に
す
る
こ
と
も
重
要
な
こ
と
と

な
り
ま
す
。
ま
た
病
院
主
治
医
側
に
も
、
こ

れ
ま
で
述
べ
た
よ
う
な
在
宅
医
療
の
特
徴
を

理
解
し
て
い
た
だ
き
、
患
者
・
家
族
指
導
の

際
も
お
互
い
の
齟
齬
が
大
き
く
な
ら
な
い
よ

う
な
対
応
を
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

四
、
在
宅
医
療
の
実
際

　
で
は
、
実
際
に
往
診
を
例
に
、
在
宅
医
療

の
様
々
な
局
面
に
お
け
る
留
意
点
を
検
討
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

（
一
）
在
宅
医
療
開
始
前
の
準
備

・
器
材
準
備

　
尿
閉
の
主
訴
の
往
診
に
カ
テ
ー
テ
ル
を

持
っ
て
い
か
な
い
と
か
、
気
管
支
炎
を
疑
う

往
診
に
点
滴
な
ど
を
持
っ
て
い
か
な
い
と
い

う
の
で
は
、
往
診
は
無
謀
で
す
。
ま
ず
普
段

か
ら
往
診
で
使
用
し
う
る
治
療
用
具
・
検
査

器
具
な
ど
を
準
備
し
て
お
く
こ
と
が
何
よ
り

大
切
で
す
。
こ
の
備
え
な
く
往
診
や
在
宅
医

療
は
始
ま
り
ま
せ
ん
。

・
往
診
・
在
宅
医
療
で
で
き
る
こ
と
、
で
き

な
い
こ
と
を
整
理
し
て
お
こ
う
！

　
ま
ず
、
検
査
や
治
療
手
段
が
限
ら
れ
て
い

る
往
診
で
で
き
る
医
療
対
応
は
ほ
と
ん
ど
症

状
緩
和
も
し
く
は
対
症
的
対
応
と
理
解
し
て

く
だ
さ
い
。
原
因
検
索
や
内
視
鏡
な
ど
に
よ

る
治
療
対
応
な
ど
が
必
要
な
場
合
は
、
往
診

対
応
で
は
荷
が
重
過
ぎ
ま
す
。
し
か
し
往
診

で
も
多
く
の
対
症
的
対
応
は
可
能
で
す
の

で
、
速
や
か
に
初
期
治
療
は
開
始
す
る
意
気

込
み
で
行
く
と
い
い
と
思
い
ま
す
。
し
か
し

治
療
を
開
始
し
て
も
症
状
改
善
の
見
込
み
が

は
じ
め
か
ら
見
え
な
い
と
き
や
治
療
開
始
手

段
が
な
い
と
き
に
は
速
や
か
に
病
院
へ
搬
送

す
る
こ
と
も
念
頭
に
お
い
て
お
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。
苦
痛
さ
え
取
り
除
け
れ
ば
在
宅
継

続
で
き
る
の
か
？
介
護
者
の
不
安
や
病
状
認

識
が
う
ま
く
い
け
ば
在
宅
継
続
で
き
る
の

か
？
な
ど
往
診
前
に
い
ろ
い
ろ
な
可
能
性
を

思
い
描
い
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

・
介
護
者
、
特
に
決
定
権
を
持
つ
家
族
に
な

る
べ
く
同
席
し
て
も
ら
う

　
こ
れ
は
意
外
と
重
要
な
こ
と
で
す
。
往
診

時
に
医
療
方
針
を
速
や
か
に
決
定
し
、
対
処

方
法
を
構
築
す
る
為
に
は
、
本
人
だ
け
で
は

無
理
で
す
。
本
人
・
医
療
者
・
介
護
者
三
者

が
い
て
初
め
て
新
た
な
医
療
方
針
・
ケ
ア
方

針
が
立
て
ら
れ
る
の
で
す
。
通
常
、
介
護
者

は
急
変
し
て
い
る
患
者
を
ほ
っ
て
お
い
て
外

出
し
ま
せ
ん
か
ら
、
同
席
す
る
の
が
通
常
で

す
が
、
ヘ
ル
パ
ー
や
看
護
師
か
ら
の
連
絡
で

の
往
診
時
は
、
家
族
が
不
在
の
こ
と
が
多
く
、

な
る
べ
く
介
護
者
に
帰
っ
て
き
て
も
ら
う
よ

う
に
伝
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
初
回
往
診

の
場
合
や
緊
急
往
診
の
場
合
は
な
る
べ
く
主

た
る
介
護
者
に
同
席
し
て
も
ら
う
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い
。

・
患
者
・
家
族
の
療
養
希
望
を
頭
に
描
き
な

が
ら
往
診
に
行
く

　
患
者
さ
ん
の
急
変
に
も
落
ち
着
い
て
い
る

と
い
う
ど
っ
し
り
肝
が
据
わ
っ
た
家
族
は
い

ま
せ
ん
。
以
前
は
、
お
だ
や
か
に
家
で
最
期

ま
で
な
ん
て
考
え
て
い
た
患
者
や
家
族
も
、

実
際
は
思
わ
ぬ
急
変
に
今
は
そ
れ
ど
こ
ろ
で

は
な
い
と
い
う
場
合
が
多
い
の
で
す
。
だ
か

ら
こ
そ
医
療
者
が
冷
静
で
い
る
必
要
が
あ
る

の
で
す
。
も
と
も
と
家
族
・
患
者
が
以
前
ど

う
い
う
希
望
を
持
っ
て
い
た
の
か
？
そ
し
て

ま
だ
そ
の
希
望
に
戻
す
こ
と
が
で
き
る
可
能

性
が
あ
る
か
ど
う
か
な
ど
の
見
込
み
を
も
っ

て
か
ら
往
診
す
れ
ば
、
急
変
の
程
度
に
も
よ

り
け
り
で
す
が
、
大
抵
は
そ
の
線
で
話
を
進

め
ら
れ
ま
す
。

（
二
）
訪
問
時
の
対
応

　
定
期
訪
問
診
療
で
は
、
在
宅
療
養
が
う
ま

く
い
っ
て
い
る
か
ど
う
か
な
ど
の
医
療
者
と

し
て
の
チ
ェ
ッ
ク
と
、
今
後
療
養
上
留
意
す

べ
き
点
に
つ
い
て
の
指
導
な
ど
が
中
心
と
な

り
ま
す
が
、
往
診
は
患
者
家
族
の
切
な
る
依

頼
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
も
の
で
す
。
し
た

が
っ
て
定
期
訪
問
診
療
と
は
若
干
異
な
っ
た

対
応
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
定
期
訪
問
診
療

で
は
、
患
者
さ
ん
の
生
活
や
介
護
者
の
状
況

を
優
先
し
た
対
応
が
必
要
で
す
が
、
往
診
で

は
、
き
ち
ん
と
し
た
診
療
態
度
や
病
状
説
明
、

さ
ら
に
療
養
方
針
策
定
が
必
要
と
さ
れ
ま

す
。
以
下
で
は
往
診
つ
ま
り
緊
急
対
応
時
の

留
意
点
を
中
心
に
お
話
し
ま
す
。

・
診
察
時
の
配
慮

　
い
つ
か
ら
ど
う
い
う
症
状
が
起
こ
っ
た
の

か
詳
細
に
聴
い
た
上
で
、
通
常
通
り
バ
イ
タ

ル
チ
ェ
ッ
ク
や
聴
診
・
触
診
な
ど
速
や
か
に

全
身
の
診
察
を
し
ま
す
。
診
察
を
し
な
が
ら

も
、
実
は
最
も
注
意
を
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
は
、
患
者
本
人
が
ど
れ
だ
け
療
養
希

望
を
保
持
し
て
い
る
の
か
？
と
い
う
こ
と
と

家
族
の
不
安
や
介
護
疲
れ
が
ど
の
程
度
あ
る

の
か
？
な
ど
に
留
意
す
る
こ
と
で
す
。
も
し

う
ま
く
不
安
の
評
価
が
で
き
な
け
れ
ば
、
も

う
一
度
詳
し
く
症
状
変
化
な
ど
聞
き
な
が

ら
、
不
安
感
が
ど
の
程
度
あ
る
の
か
を
察
す

る
と
同
時
に
、
介
護
者
に
も
う
一
度
こ
れ
ま

で
の
経
過
を
話
さ
せ
る
こ
と
で
、
冷
静
に
な

り
、
物
事
の
重
要
性
を
整
理
さ
せ
る
時
間
を

作
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

・
病
状
説
明
の
際
の
留
意
点

　
一
通
り
の
問
診
や
診
察
が
終
わ
っ
た
ら
、

家
族
は
息
を
呑
ん
で
先
生
の
話
を
待
っ
て
い

ま
す
。
こ
こ
は
一
呼
吸
入
れ
て
、
ゆ
っ
く
り

と
現
状
と
今
後
の
見
込
み
、
対
応
方
法
を
お

話
し
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
と
き
に

一
呼
吸
入
れ
た
り
、
介
護
者
の
気
持
ち
を
整

理
し
や
す
く
す
る
た
め
に
、
別
室
で
お
話
し

す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

・
病
状
説
明
、
在
宅
治
療
の
可
否
の
説
明

　
も
と
も
と
の
本
人
・
介
護
者
の
意
向
、
現

在
の
病
状
と
苦
痛
の
度
合
い
・
予
後
見
込
み
、

介
護
負
担
や
疲
労
度
合
い
、
近
隣
医
療
機
関

の
状
況
な
ど
を
全
て
加
味
し
て
、
総
合
方
針

を
立
て
ま
す
。
通
常
癌
な
ど
重
症
の
患
者
で

あ
っ
て
も
、
療
養
希
望
が
明
確
で
あ
れ
ば
、

増
大
し
た
苦
痛
を
取
り
除
く
こ
と
で
在
宅
療

養
が
継
続
で
き
る
こ
と
が
多
い
で
す
が
、
非

癌
疾
患
の
在
宅
患
者
で
は
い
く
ら
要
介
護
度

が
高
く
て
も
、
予
後
の
受
け
入
れ
が
で
き
て

い
な
い
場
合
や
療
養
方
針
が
明
確
で
は
な
い

場
合
に
は
注
意
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
き
ち

ん
と
在
宅
医
療
の
特
徴
を
お
話
し
し
た
上

で
、
十
分
納
得
し
て
い
た
だ
い
て
か
ら
、
在

宅
医
療
を
行
う
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
一

歩
間
違
え
る
と
「
な
ぜ
あ
の
と
き
に
入
院
さ

せ
て
く
れ
な
か
っ
た
の
だ
」
な
ど
と
い
わ
れ

か
ね
ま
せ
ん
。

　
通
常
内
服
・
外
用
・
吸
引
・
吸
入
・
点
滴
・

酸
素
導
入
な
ど
在
宅
処
置
で
対
応
可
能
な
急

変
な
ら
ま
ず
在
宅
治
療
を
開
始
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
が
、
一
目
で
入
院
処
置
が
必
要
そ

う
な
ら
入
院
治
療
を
前
提
に
考
え
ま
す
。
予

後
的
に
退
院
の
可
能
性
が
な
い
、
も
し
く
は

非
常
に
少
な
い
場
合
、
入
院
を
安
易
に
勧
め

る
こ
と
は
在
宅
医
療
者
の
基
本
的
資
質
と
し

て
慎
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
在
宅
治
療

を
開
始
し
て
も
不
安
な
と
き
に
は
、
後
ほ
ど

述
べ
る
補
足
説
明
を
必
ず
し
て
お
い
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
病
院
に
搬
送
す
る
と
き
に
は
、

な
る
べ
く
こ
ち
ら
か
ら
病
院
に
連
絡
を
と
り
、

受
け
入
れ
可
能
か
ど
う
か
、
病
院
主
治
医
に

ど
こ
ま
で
の
治
療
を
期
待
し
て
い
る
の
か
、

な
ぜ
入
院
治
療
に
結
び
付
け
よ
う
と
考
え
る

の
か
な
ど
の
理
由
を
し
っ
か
り
と
伝
え
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
あ
ま
り
の
急
変
で
条

件
が
そ
ろ
わ
な
い
往
診
を
し
た
と
き
、
例
え

ば
独
居
高
齢
者
の
往
診
で
家
族
の
意
向
な
ど

が
全
く
不
明
な
と
き
な
ど
は
救
急
車
に
同
乗

す
る
こ
と
な
ど
も
大
切
と
な
り
ま
す
。
ま
た

本
来
な
ら
ば
入
院
よ
り
、
自
宅
で
診
た
ほ
う

が
い
い
の
に
、
家
族
に
自
信
が
な
か
っ
た
り
、

介
護
負
担
が
強
い
と
き
な
ど
家
族
要
素
が
強
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い
入
院
希
望
に
対
し
て
は
、
一
度
患
者
本
人

に
「
病
院
に
行
き
た
い
で
す
か
？
」
と
再
度

意
思
確
認
す
る
こ
と
な
ど
も
重
要
で
す
。
本

人
が
病
院
に
行
き
た
い
と
い
う
な
ら
ば
す
ぐ

に
入
院
治
療
に
切
り
替
え
る
べ
き
だ
し
、
病

院
に
行
き
た
く
な
い
と
い
う
な
ら
ば
、
ま
ず

は
在
宅
治
療
を
家
族
に
打
診
す
る
こ
と
も
検

討
し
て
よ
い
で
し
ょ
う
。

・
在
宅
で
行
え
る
治
療
開
始

　

点
滴
や
注
射
は
速
や
か
に
開
始
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
し
、
日
中
で
あ
れ
ば
血
液
検
査

な
ど
も
速
や
か
に
行
え
ま
す
の
で
、
ま
ず
こ

の
よ
う
な
処
置
を
開
始
し
、
そ
の
後
内
服
薬

や
吸
入
薬
・
外
用
薬
な
ど
の
薬
を
処
方
し
ま

す
。
そ
の
際
に
注
意
す
る
の
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
可
能
性
を
想
定
し
、
考
え
う
る
症
状
変
化

に
対
す
る
頓
用
薬
も
あ
る
程
度
用
意
し
て
お

く
こ
と
で
す
。
後
で
症
状
変
化
し
た
と
き
に

夜
の
電
話
が
あ
っ
て
も
、
そ
れ
だ
け
で
大
抵

は
対
応
可
能
に
な
る
の
で
す
。（
例
え
ば
、

発
熱
時
の
座
薬
や
不
安
発
作
時
の
安
定
剤
な

ど
を
予
め
処
方
し
て
お
く
。
た
だ
し
使
用
は

電
話
で
指
示
す
る
と
伝
え
な
が
ら
・
・
・
）

・
ケ
ア
体
制
の
変
更
や
ケ
ア
上
の
留
意
点
の

教
授

　

患
者
の
病
状
変
化
は
必
ず
介
護
負
担
を
増

や
し
て
お
り
ま
す
。
症
状
変
化
は
患
者
の
Ａ

Ｄ
Ｌ
変
化
に
繋
が
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ケ
ア

サ
ポ
ー
ト
を
入
れ
る
こ
と
は
何
よ
り
重
要
で

す
し
、
介
護
機
器
（
ベ
ッ
ド
、
マ
ッ
ト
、
ポ
ー

タ
ブ
ル
ト
イ
レ
な
ど
）
や
病
状
に
応
じ
た
医

療
機
器
（
酸
素
や
吸
引
機
な
ど
）
も
速
や
か

に
導
入
さ
れ
る
よ
う
に
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま

し
ょ
う
。
た
だ
し
こ
れ
ら
は
ケ
ア
マ
ネ
に
連

絡
を
取
る
必
要
が
あ
る
の
で
、
ア
ド
バ
イ
ス

程
度
で
い
い
場
合
も
あ
り
ま
す
し
、
独
居
の

方
な
ど
で
は
実
際
に
医
師
が
直
接
ケ
ア
マ
ネ

に
連
絡
す
る
必
要
が
生
じ
る
場
合
も
あ
り
ま

す
。

・
補
足
説
明

　
「
今
日
決
め
た
こ
と
は
、
明
日
ま
た
状
態

が
変
化
す
れ
ば
変
更
す
れ
ば
よ
い
で
す
。
も

し
迷
っ
た
り
困
っ
た
り
す
る
場
合
に
は
い
つ

で
も
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。」

　
「
初
期
治
療
を
開
始
し
て
も
、
残
念
な
が

ら
症
状
が
改
善
せ
ず
、
ど
う
し
よ
う
も
な
い

と
き
に
病
院
に
受
診
す
る
為
の
診
療
情
報
提

供
書
を
用
意
し
て
お
き
ま
す
。」（
と
い
っ
て

紹
介
状
を
予
め
書
い
て
渡
し
て
お
く
）

　
「
ま
た
明
日
（
あ
る
い
は
今
晩
）
往
診
し

ま
す
。
そ
れ
ま
で
に
他
の
家
族
も
来
て
貰
っ

て
く
だ
さ
い
。」（
さ
ら
に
意
見
調
整
が
必
要

そ
う
な
ら
、
家
族
会
議
を
招
集
す
る
こ
と
が

大
切
。
決
定
権
が
な
い
人
が
介
護
者
だ
っ
た

り
す
る
し
、
日
本
人
の
性
格
と
し
て
家
族
の

大
事
を
一
人
で
は
決
め
ら
れ
な
い
と
い
う
人

も
多
い
の
で
・
・
・
）

　

こ
れ
ら
補
足
説
明
は
介
護
者
に
不
安
が
残

る
場
合
に
有
用
で
す
。

（
三
）
訪
問
後
の
対
応

　

し
か
し
一
回
の
往
診
で
全
て
解
決
す
る
場

合
は
少
な
い
の
で
す
。
む
し
ろ
往
診
は
新
た

な
訪
問
シ
リ
ー
ズ
の
開
始
と
考
え
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

・
訪
問
頻
度
の
変
更

　

往
診
（
方
向
付
け
お
よ
び
症
状
改
善
）
の

次
の
訪
問
は
と
て
も
重
要
で
す
。
そ
の
後
の

病
状
の
変
化
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
ケ
ア
体

制
や
介
護
負
担
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
い

る
の
か
？
不
安
は
高
じ
て
い
な
い
か
？
介
護

者
間
で
の
意
見
調
整
は
う
ま
く
い
っ
た
の

か
？
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
要
素
を
評
価
し
な
お

し
、
場
合
に
よ
っ
て
は
訪
問
頻
度
の
変
更
を

検
討
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

・
電
話
対
応

　

軽
い
症
状
変
化
の
時
に
は
次
の
往
診
は
必

要
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
と
き
に
は
電
話
で
の

病
状
確
認
が
有
効
で
す
。

五
、
最
後
に

　

入
院
医
療
が
治
療
厳
密
性
を
目
指
す
も
の

と
す
る
な
ら
ば
、
在
宅
医
療
は
生
活
改
善
性

を
目
指
す
医
療
と
い
え
ま
す
。
在
宅
医
療
で

は
、
医
学
的
厳
密
性
が
少
な
い
分
だ
け
、
患

者
家
族
が
持
っ
て
い
る
様
々
な
問
題
に
き
ち

ん
と
寄
り
添
っ
て
い
く
こ
と
が
不
可
欠
に
な

り
ま
す
。
医
療
的
問
題
の
み
な
ら
ず
、
生
活
・

介
護
・
さ
ら
に
は
そ
の
方
の
経
済
状
況
や
療

養
希
望
な
ど
を
複
合
的
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
い

く
と
い
う
姿
勢
が
何
よ
り
で
す
。
こ
の
よ
う

な
趣
旨
で
在
宅
訪
問
を
行
っ
て
い
る
医
療
者

が
増
え
る
こ
と
は
大
変
う
れ
し
い
こ
と
で
す

が
、
一
方
で
昨
今
は
、
在
宅
医
療
の
現
場
で

も
、
患
者
さ
ん
や
ご
家
族
と
の
意
見
相
違
や

ト
ラ
ブ
ル
、
ひ
い
て
は
医
事
紛
争
に
ま
で
発

展
し
か
ね
な
い
ケ
ー
ス
も
増
え
て
き
て
お
り

ま
す
。
一
度
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
崩
れ
る
と
、

在
宅
医
療
に
対
す
る
不
信
感
に
つ
な
が
り
か

ね
な
い
の
で
す
。
で
す
か
ら
今
後
の
在
宅
医

療
者
と
し
て
は
、
親
身
性
も
重
要
で
す
が
、

き
ち
ん
と
し
た
説
明
責
任
を
果
た
し
た
か
ど

う
か
や
医
療
対
応
と
し
て
の
適
切
性
が
問
わ

れ
る
時
代
と
な
っ
た
と
い
え
ま
す
。
本
稿
を

き
っ
か
け
に
、
在
宅
医
療
現
場
に
お
け
る
説

明
責
任
や
適
切
な
医
療
対
応
が
進
む
こ
と
を

祈
念
し
て
い
ま
す
。
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